
●第７回 テクノオーシャン ’98

構成：国際海洋・環境展／国際港湾・物流展／学術研究団体展／国際シンポジウム 

会期：平成10 年11 月 25 日（水）～27 日（金）3 日間 

会場：神戸国際展示場 2 号館 

テーマ：21 世紀の扉を開く海洋～人類と海との共生を探る～ 

主催等：テクノオーシャン’98 組織委員会（会長：大庭浩） 、(財)神戸国際交流協会 

　　　　(社)国際海洋科学技術協会 

展示会 ：国際見本市 

　　　　 68 社・団体 101 小間 

● 国内 56社・団体 87小間

● 海外 4カ国 12社・団体 14小間

（イギリス，カナダ，ノルウェー，ベルギー）

学術研究団体展 22 団体 27 小間 

入場者数：13,783 人 

国際シンポジウム：11 月25 日～27 日（3 日間） 

　　　　　　　　　3 会場・24 セッション 136 論文 

参加者数：383 人 

　　　　　海外 10 カ国 

　　　　（アメリカ，イスラエル，インド，インドネシア，カナダ，韓国，スリランカ，
　　　　　中国，ベトナム，マレーシア） 

同時開催行事／関連行事 ：
◇ テクニカルビジット（26 日） 

◇ 記念講演会「21 世紀の扉を開く北極海航路～国際北極海航路開発計画 insrop～」（25 
日） ◇ 海洋技術開発セミナー（25 日） 

◇ 第 4 回港湾物流セミナー（26 日） 

◇ 神戸市港湾整備局講演会（27 日） 

◇ 運輸省船舶技術研究所講演会（27 日） 

◇ 第 2 回大型浮体構造物セミナー（27 日） 

◇ (社)日本舶用機関学会学術講演会（25～26 日） 

◇ ベルギーフランダース政府企業誘致局セミナー（27 日） 

◇ 船の一般公開（25～26 日） 

「かいれい」 


